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1.イベントの概要

タイトル ながまち三縁日スタンプラリー 

日時 2025/5/3（土）9:00～16:00 

場所 蛸薬師、十八夜観世音、あな薬師ほか 

主催等 主催：ながまち三縁日スタンプラリー実行委員会（太白区南

部拠点地域おこし協力隊） 

後援：仙台市 

協力：蛸薬師、十八夜観世音、あな薬師、仙台 89ers、尚絅

学院大学 

目的 協定締結後初の協力イベントとして、学生が地域の方と協力

して活動する。 

内容 ・スタンプラリー補助ボランティア

・縁日記録動画撮影

・舞台八幡神社・蛸薬師如来祭典の神輿渡御参加

参加者数 学生：21 名（スタンプラリー5 名、記録動画撮影 6 名、神輿

渡御 8 名、あな薬師ボランティア 2 名） 

教職員：5 名 

2.イベントの詳細

内容 地域おこし協力隊芳賀様よりお話をいただき、ボランティア、動画撮影で協力させていただくこ

とになった。また、舞台八幡神社・蛸薬師如来祭典の皆様より神輿渡御へのお声がけをいただ

き、当日は巫女役と担ぎ手として参加させていただいた。商店街、氏子の皆様の親切なご指導

のおかげで、無事に勤めることができた。 

結果 関係の皆様に暖かく迎えていただき、学生が長町で活動するきっかけとなる良い機会となっ

た。当日撮影した記録動画は主催者に納品するとともに、長町サテライトプラザの SNS で発

信、プラザのサイネージでも継続的に上映している。 

【参加者の声】 

「得難い体験だった。来年も後輩たちに是非参加してほしい」（学生） 

「神輿渡御に学生が入って盛り上がった。来年も是非参加してほしい」（商店街） 
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1.イベントの概要 

タイトル 第 48 回長町まつりボランティア 

 

日時 2025/7/26（日）8:00～20：00 

場所 長町小学校 

主催等 主催：長町まつり実行委員会 

（長町小学校 PTA,長町学区民体育振興会、長町地区町内

会連合会、長町商店街連合会） 

助成：（公財）仙台ひと・まち交流財団 

目的 長町のイベントを盛り上げる。 

内容 運営ボランティア 

参加者数 学生：9 名 

教職員：１名 

2.イベントの詳細 

内容 長町小学校 PTA、長町商店街連合会より依頼を受け、主に縁日広場で屋台のお手伝いや、

エコステーションでごみの分別声がけや処理などのボランティアを行った。  

   

結果 小学校、町内会、商店街が一緒に盛り上げるイベントに参加したことで、長町への理解が深ま

った。猛暑のため熱中症に気を付けながらの参加となった。 

【関係者の声】 

「長町まつりのボランティアでは、エコステーションでゴミの分別を呼びかけながら活動し、ゼミ

生同士協力してスムーズに対応できた。花火後に来場者が集中した際も大きな混乱はなく、誤

って捨てられたゴミを戻すなど柔軟に対処した。声かけやゴミ袋の準備など丁寧な対応が来場

者から感謝の言葉を多くいただく結果につながった一方、見えにくい場所のゴミに気づけず拾

ってもらう場面があったことを反省点とし、次の活動では周囲確認を徹底したいと感じた。」(学

生) 

「保護者や地域の皆様からも、ご協力の感謝とともに一緒に地域を盛り上げていただけたこと

の喜びの声を聞いております」（主催者） 
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1.イベントの概要 

タイトル 長町秋のフェスティバル 

 

日時 2025/10/19（日）9:30～15：00 

場所 長町駅西口広場公園、太白区中央市民センター 

主催等 主催：太白区 

協力：長町商店街連合会/株式会社仙台 89ERS/一般社

団法人ながまちマチキチ/ 仙台市南部拠点地域おこし協力

隊/太白おやじネットワーク/仙台市嘱託社会教育主事研究

協議会太白部会 

目的 長町地域の活性化 

内容 「大人もこどもも一緒に楽しもう！」と題してイベントを行った 

参加者数 学生：2 名（企画委員として参加） 

来場者：約 500 名 

2.イベントの詳細 

内容 このイベントは 20 年近く長町駅前を中心に開催されてきたイベントであり、今年は高校 1 年

生から大学 4 年生の企画委員 32 名で企画、準備を行った。学生たちの企画したお化け屋敷

や紙飛行機大会、スタンプラリーなど多くのブースが用意された。学生たちが学年や学校を超

え、協力しながらイベントの成功を目指した。 

  

結果 多くの子供たちにご来場いただき、各ブースで楽しむ様子が見られた。特にお化け屋敷やアス

レチックはとても好評だった。また子供たちだけでなく、保護者の方、学生、地域の方々など多く

の方に楽しんでもらうことができた。閉会前には「しゃぼん玉チャレンジ」が行われ、大人も子供

も思い出に残る長町秋のフェスティバルとなった。 

【参加者の声】 

「多くの子供たちに楽しんでもらえて、とてもやりがいがあった。」（学生） 

「学生たちに明るく接してもらい温かい気持ちになった。」（来場者） 

 

4



 

1.イベントの概要 

タイトル ながまち交流フェスタ 2025 

 

日時 2025/10/25（土）10:00～15：00 

場所 太白区中央市民センター 

主催等 主催：ながまち交流フェスタ実行委員会 

協賛：長町地区町内会・長町駅前商店街・サンカトゥール商

店街・長町一丁目商店街・㈱たいはっくる・たいはっくる自治

会・長町金融団（七十七銀行・仙台銀行・杜の都信用金庫・

岩手銀行・きらやか銀行・庄内銀行・秋田銀行）順不同 

協力：太白図書館・長町児童館・太白区文化センター 

助成：（公財）仙台ひと・まち交流財団 

目的 太白区中央市民センターを拠点に活動しているサークル・地

域団体等が日頃の成果を発表し、交流する機会。 

内容 ・本学の長町での活動の様子をパネル展示（大会議室） 

・ながまちもりあげ隊ブックトレード出店（１階ホール） 

参加者数 学生：8 名 教職員：3 名 

パネル展示来場者：51 名/ブックトレード来場者 80 名 

※ブックトレード交換冊数 40 冊/交換人数 13 名 

2.イベントの詳細 

内容 ・太白区中央市民センター3 階大会議室で地域活動のポスター展示を行った。来場者からの

質問には、長町サテライトプラザと参加学生で応対した。 

・太白区中央市民センター1 階外の広場で、ブックトレードを行った。学生がブックトレードの利

用方法などを丁寧に説明した。 

   

結果 尚絅学院大学の拠点が長町にもあり、地域活動に積極的に学生が参加していることを知って

もらえる良い機会となった。 

【来場者の声】 

「学生が田植えや収穫したものの商品開発、販売までしているのにとても感心させられた。」

（来場者） 

「お神輿を一緒にかついでくれてありがとう。とても助かりました。」（来場者） 
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1.イベントの概要 

タイトル ゴミを拾って長町商店街へ遊びに行こう! 

 

日時 2025/11/8（土）10:00～11：30 

場所 長町駅西口広場 

主催等 主催：まごころサポート仙台ユカリエ 

目的 環境美化と地域活性化 

内容 商店街周遊型環境活動 

参加者数 教員：1 名 

学生： 7 名 

 

2.イベントの詳細 

内

容 

「ゴミを拾って長町商店街へ遊びにいこう」は、長町商店街を歩きながらゴミ拾いを行い、AR を活用した地

域クイズに挑戦することで、楽しみながら環境保全と地域理解を深める取り組みである。 

参加者は、商店街周辺の清掃活動を行いながら、長町の歴史や店舗、地域の特色に関するクイズに取り組ん

だ。また、クイズ正解者やごみの重さ競争の上位者には、商店街協賛店で使用できるクーポンが配布され、商

店街を実際に利用する導線が設けられていた。 

本学からは学生 7 名が参加し、「まごころサポート仙台ユカリエ」主催のもと、今年度最後の実施回として行

われた。 
結

果 

  学生からは、「ゴミ拾いをしながら街を歩くことで、普段は意識していなかった場所や人の流れに気づいた」

「クイズを通して、長町商店街の歴史や店舗の工夫を知り、街への関心が高まった」といった声が聞かれた。 

また、商店街関係者や参加者との自然な会話を通じて、清掃活動が交流のきっかけになることや、環境保全と

地域活性化を同時に進める取り組みの意義を実感する機会となった。 

本活動は、美化活動にとどまらず、学生が地域を「利用する場」から「関わる場」として捉え直す契機となった。 
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1.イベントの概要 

タイトル 長町トレジャーウォーク協力 

 

日時 2025/7/27、9/28、11/9 （3 日間） 

場所 尚絅学院大学長町サテライトプラザ 

主催等 一般社団法人ながまちマチキチ 

目的 家族くるみで長町地域に愛着を持ってもらうことを目的

とする。 

内容 長町エリアを舞台とした家族対抗型謎解きまち歩きイ

ベント。 

参加者数 3 日間のべ 21 組 46 名 

 

2.イベントの詳細 

内容 主催の一般社団法人ながまちマチキチの依頼で、長町サテライトプラザの入り口に謎

ときの QR コードを設置し、謎を解いた参加者にプラザスタッフが施設の説明をしてコ

インを渡した。 

 

【写真】 

   
（答え：交流） 

 

結果 【参加者の様子】 

宝探しを全力でたのしんでいる様子が印象的だった。 

 

【所感】 

長町のご家族・特に子どもたちと交流ができ、本学長町サテライトプラザについて知っ

ていただく良い機会となった。 
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1.イベントの概要 

タイトル 長町・歩いて楽しい街並みづくりトークショー 

 

日時 2026/2/14  

場所 Khb 東日本放送ぐりりホール 

主催等 長町・歩いて楽しい街並みづくり検討会 

仙台市太白区 

目的 「長町・街並みづくりプラン 2026(中間案)」をもとに、

長町商店街エリアの今後のあり方や具体的な取組み・

アイディアなどについてディスカッションを行う。 

内容  （仮称）長町・街並みづくりプラン 2026 中間案

説明 

 トークショー：長町の目指す街並みづくり 

参加者数 約 50 名 

 

2.イベントの詳細 

内容 トークショー「プランを踏まえた今後のまちづくりについて」の登壇者として、本学人文

社会学類教授渡邊千恵子が登壇し、長町サテライトプラザでの取組みや学生とまち

の関わり、今後の街並みづくりについて説明した。 

進行：長町・歩いて楽しい街並みづくり検討会不破正仁座長 

登壇者：長町商店街連合会 堀内祥弘会長、長町駅前商店街振興組合 阿部勝己専

務理事、長町エリアマネジメント推進準備委員会 加藤隆委員長、尚絅学院大学 渡

邊千恵子教授、一般社団法人せんだいリノベーションまちづくり実行委員会 小島博

仁代表理事、OFFICE HIRANO 平野真樹代表 

【写真】 

 
結果 「街並みづくりの戦略と将来イメージ」のうち、「戦略Ⅵ学生が活動しやすく」を提示い

ただいたことで、長町サテライトプラザを拠点として本学の学生が長町の大人たちを

かかわりあいながら小さな挑戦を重ねていく機運がより高まった。 
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1.イベントの概要 

タイトル ご近所トーク 

 

日時 2025/5/30（金）15:00～16：30 

場所 尚絅学院大学 長町サテライトプラザ 

主催等 主催：尚絅学院大学 地域連携センター 

目的 長町地域の皆さんとの交流 

内容 長町地域の皆さんが気軽に立ち寄り、自由に交流をする 

参加者数 10 名（ご近所の方 4 名、本学：6 名） 

2.イベントの詳細 

内容 長町小学校の PTA 副会長様、畑惣商店会長様、たいはっくる代表様、町内会連合会会長様

に参加していただき、本学学長や教職員、学生ワークスタッフと、和やかに懇談した。 

   

結果 たいはっくる設立についての記録冊子をお持ちいただき、長町駅前の変遷を知ることができ

た。長町小学校 PTA での勉強会活動についてもお話しいただき、今後の連携協力の可能性

について情報交換することができた。 
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1.イベントの概要 

タイトル みんなでながまーちウォークラリー 

 

日時 2025/7/6（日）9:40～11：30 

場所 長町駅周辺 

主催等 主催：尚絅学院大学人文社会学類「地域実践演習」チーム

長町 

目的 長町を歩いて理解を深める。 

内容 ・商店街散策 

・商品試食 

参加者数 学生：11 名 

教職員：１名 

2.イベントの詳細 

内容 人文社会学類「地域実践演習」チーム長町が企画し、学内で参加者を募った。今後長町をホ

ームタウンとするべく、学生たちが考えたコースを歩き、商店街の方々と交流しながら物産を購

入し、プラザに戻ってそれぞれが購入した商品を紹介し合い、購入体験や商品について話し合

った。 

   

結果 事前に学生自ら歩いて調べたマップを作り、参加者に歩いてもらうことで、長町に対する理解

を深めることができた。 

【参加者の声】 

「長町の知らないお店を発見できました。もっと長町を知りたいです。」（学生）  

「学生たちにはこの活動をきっかけに長町に遊びに来てほしいです。」（商店街）  
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1.イベントの概要 

タイトル ながまち灯ろう縁日 

 

日時 2025/8/20（水）15:00～21：00 

場所 リップルロード 

主催等 主催：長町商店街連合会 後援：仙台市 

ゲームコーナー企画・運営：尚絅学院大学長町もりあげ隊 

目的 長町のイベントを盛り上げる。 

内容 ゲームコーナーの企画運営 

参加者数 学生：27 名 

教職員：4 名 

ゲーム参加者数延べ 960 人 

2.イベントの詳細 

内容 地元企業 12 社から約 500 個の協賛品をご提供いただき、当日ブースではゲーム（ストラッ

ククアウト、輪投げ等）を実施した。商店街関係者の皆さんと協力し、リップルロード内の設営、

誘導・受付・ゲーム運営・景品配布、撤収まで事故なく実施することができた。景品は 18 時頃

終了し、ゲームのみ継続したが、参加者は最後まで楽しんでいただいた。 

   

結果 地域団体や商店街、企業の皆さんと一緒に準備を進めた。地域の中に入り、一緒に活動するこ

とで、住民同士の交流を深めるだけでなく、次世代を担う子どもたちの育ちを応援できる機会

にもなった。子どもたちだけでなく保護者も一緒に楽しむ姿が見られ、「長町地域」の思い出づ

くりに寄与できた。学生がそれぞれの役割を担い、主体的に行動することで有意義な学びと経

験を得ることができた。 

【参加者の声】 

「今回のながまち灯ろう縁日への参加を通して、私たちは 地域とともに活動することの大切さ

を強く実感しました。長町地域や長町商店街連合会の皆さん、そして地域の大人の方々と一緒

に準備や運営を行う中で、大学の外に出て「地域社会の一員として受け入れてもらえた」とい

う手応えを感じることができました。」（学生） 
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1.イベントの概要 

タイトル 第 1 回長町よりみちマルシェ 

 

日時 2025/7/12（土）10:30～15：00 

場所 たいはっくるイオプラザ 1 階 

主催等 主催：尚絅学院大学人文社会学類渡邊ゼミ・長町もりあげ

隊 

目的 長町地域の活性化 

内容 ・ブックトレード 

・長町ゆかりの出店者のブース 

参加者数 学生：16 名 

教職員：１名 

来場者：70 名 

2.イベントの詳細 

内容 コロナ前に長町で定期的に開催されていたマルシェの賑わいを取り戻そうと企画した。学生た

ちは「ブックトレード」を実施するために 5 月に榴ヶ岡図書館が行っている「ブックトレード」を

見学、実施方法を学んだ。自分たちで学内外から書籍を集めて当日を迎えることができた。ま

た、長町地域の出店者(美味しいパン屋さん、にゃがまち、ママンココン、ふーりょ)の協力を得

て、マルシェを開催することができた。 

   

結果 図書館や市民センター利用者が立ち寄ってださり、食品は完売となった。知っていれば本を持

ってきたというご意見が多かったので、次回は事前告知にも力を入れたい。 

【参加者の声】 

「自分から挨拶し、地域の方々と交流することで活動が広がっていることを実感しました。」（学

生） 

「とても良い取り組みだと思う。知っていたら本を持ってきたので、次回は事前に告知してほし

い」（来場者） 
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1.イベントの概要 

タイトル 第 2 回長町よりみちマルシェ 

（太白区賑わい創出社会実験） 

 

日時 2025/9/２３（土）10:30～15：00 

場所 たいはっくるイオプラザ 1 階、イオプラザ前歩道 

主催等 主催：尚絅学院大学人文社会学類渡邊ゼミ・長町もりあげ

隊 

目的 長町地域の活性化 

内容 ・ブックトレード 

・長町ゆかりの出店者のブース 

参加者数 学生：16 名 

教職員：2 名 

来場者：160 名 

2.イベントの詳細 

内容 太白区賑わい創出社会実験の一環として実施しました。第 1 回に続いて「ブックトレード」、長

町または本学にゆかりのある出店者がブースを出し、さらに学生企画のワークショップ、ゲーム

コーナーを設け、多くの市民の皆さんにお越しいただいた。社会実験として、たいはっくる前の

歩道でワークショップを行った。歩道で行うことによって、活動が注目され、40 名近い人(多く

は子ども)に参加してもらうことができた。 

  

結果 今回のマルシェでは第 1 回より出店数が増え、山内農園やおいしいパン屋さんなど飲食ブー

スに多くの人が集まり、ブックトレードも認知が広がって来場者が増えていた。ワークショップは

道路での実施により子ども連れの参加が多く盛況で、ウッドブロックも自由に遊べることから

子どもたちに好評だった。 

【参加者の声】 

「第一回でブックトレードを知り、今回も楽しみに待ってくれていた方がいたので嬉しかったで

す。」（学生） 

「松ぼっくりを使ってハリネズミを作ることができて楽しかったです。」（来場者） 
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1.イベントの概要 

タイトル 第３回長町よりみちマルシェ 

 

日時 2025/11/３0（日）10:30～15：00 

場所 たいはっくるイオプラザ 1 階 

主催等 主催：尚絅学院大学人文社会学類渡邊ゼミ・長町もりあげ

隊 

目的 長町地域の活性化、長町賑わい創出社会実験参加 

内容 ・ブックトレード 

・長町ゆかりの出店者のブース 

参加者数 学生： 12 名 

教職員：1 名 

来場者：308 名 

2.イベントの詳細 

内容 今年度 3 回目の「長町よりみちマルシェ」は、「身近なエシカルに出会う休日」をテーマ

に、ブックトレードや、アップサイクルのワークショップ、エシカルな情報発信、間伐材ウッドブ

ロックの遊び場に加え、大学の学生団体アキウ・ヒト・ツーリズムが枝豆の栽培から関わっ

て開発した「ずんだクリームサンド」の販売など、身近にエシカルを体験できる多彩な企画

を展開。 

結果 今年度の最後の「長町よりみちマルシェ」は、渡邊ゼミ 3 年生が約 1 ヶ月半前から準備に

着手した。イベント前日までに、長町商店街より借用した机や椅子、ブックトレード等の企

画に使用する物品を長町サテライトプラザに搬入した。この事前準備により、当日は 9：00

の準備開始から円滑な会場設営が行われた。10：00 の開店と同時に地域住民が来場

し、各ブースは賑わいを見せた。「ワークショップ」ブースは、終始、小さなお子様からご高

齢の方まで幅広い世代が参加した。「アキウ・ヒトツーリズム」の「ずんだクリームサンド」は

50 個すべてが完売した。次回の開催日は未定。 

 

 

 

 

 

 

 

ブックトレード アキウ・ヒトツーリズム 

まつぼっくりクリスマスツリー作り 残布しおり作り 

エシカル情報発信 

ウッドブロック 
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1.イベントの概要 

タイトル パトリック先生の英語で楽しむおはなし会  

日時 2025/11/16（日） 14:00～14：45 

場所 太白図書館 視聴覚室 

主催等 主催：仙台市太白区図書館 

共催：尚絅学院大学地域連携センター 

目的 本学の英語ネイティブの教員による絵本おはなし会を太白図

書館において開催し、地域住民の皆さんと本学の教職員・学

生との交流の機会を創出する。 

内容 人文社会学類教員のパトリック・カナウェイによる絵本読み聞

かせ会。『はらぺこあおむし』と『おおきなかぶ』の読み聞かせ

を行った他、幼児向けの英語の歌や手遊びの時間も設けた。 

参加者数 参加者：18 名（お子さん 6 名、保護者 6 名、学生 2 名、教職

員 4 名） 

2.イベントの詳細 

内容 ・絵本 2 冊の読み聞かせは、英語で読み聞かせる合間に日本語の補足をはさむスタイルで行

われ、英語に馴染みが薄いお子さんや保護者も楽しく参加することができた。 

・尚絅の留学促進・国際交流の活動チーム「SIPS」の学生が運営サポートとして入り、お子さ

んと一緒に英語の歌を歌ったり、手遊びのお手本を披露した。 

・絵本読み聞かせの合間に歌や手遊びのアクティビティを入れ、小さなお子さんも飽きることな

く参加できた。 

 

 

結果 参加者の皆さん、太白図書館の皆さんに好評をいただいた。集客については若干の課題もあ

るため、次回開催の際には時間帯の設定や広報ツールなどさらに検討していきたい。 

【参加者の声】 

「次回もあったら来たい」（参加者） 

「対象年齢を大人に設定した読み聞かせ会も次回是非。」（図書館スタッフ） 
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1.イベントの概要 

タイトル 絵本の読み聞かせ 

 

日時 10 月、11 月、1 月、2 月 3 月 第 4 日曜日 

①14:00～ ②15：00～（各回約 20 分） 

場所 ララガーデン長町 3 階 キッズガーデン 

主催等 主催：尚絅学院大学  

協力：仙台市太白区図書館 

目的 太白図書館からの依頼で実施。未就学児や小学校低学年

のお子さんを対象に、将来保育者を目指す子ども学類の学

生による絵本の読み聞かせを行う社会貢献活動。 

内容 ・絵本の読み聞かせ 

・手遊び 

参加者数 参加者：10 月 25 名（うち学生 3 名、教職員３名） 

2.イベントの詳細 

内容 10 月の内容：『ぐりとぐらのえんそく』『へんしんトンネル』『11 ぴきのねことあほうどり』の 3

冊を、児童文化部でも活躍する子ども学類 4 年生 3 名が、手遊びを交えながら読み聞かせま

した。 

  

結果 多くの親子連れに参加いただき、お子様たちには楽しんでいただき、学生には大きな学びにな

りました。 

【参加者の声】 

「楽しかった！」（子ども） 

「子どもだけでなく保護者の方にも読み聞かせをするなど、なかなかできない経験をすること

ができました。」（学生） 

「親子連れや地域の方々とも接する機会があり、地域と連携した活動を大学生のうちに経験で

きたことは、自分自身の成長にも繋がる出来事でした。」（学生） 
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1.イベントの概要 

タイトル 同窓生トークナイト 

 

日時 6 月・7 月・9 月・10 月・11 月・1 月・2 月 

最終金曜日 18:00～20：00 

場所 尚絅学院大学 長町サテライトプラザ 

主催等 主催：尚絅学院大学 地域連携センター 

目的 気軽に立ち寄って語り合える場として、卒業生・教職員が親

睦を深める機会。学年や学科・学類を越えた新たな出会い

や、懐かしい再会を通じて、これまでになかったつながりをつ

くる。 

内容 仕事帰りにも立ち寄りやすいロケーションで、飲み物や軽食

を囲みながら、和やかな雰囲気の中で懇談する会。 

参加者数 のべ 50 名 

2.イベントの詳細 

内容 卒業生同士での食事会の前に長町サテライトプラザに立ち寄っててくれた方、仙台からの仕事

帰りに途中下車で寄ってくれた方など、同窓生トークナイトの開催を知って気軽に立ち寄ってく

れた。同窓生同士で学生時代の思い出や現在の状況などで盛り上がった。 

    

結果 今回から参加教員の学類を事前に公表したことで、該当学類の卒業生に参加してもらえた。 

【参加者の声】 

「次回からは友人にも声をかけてみます。」（参加者） 

「ゼミの先生にも会いたいです。」（参加者） 
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1.イベントの概要 

タイトル 長町グルメマップ「ながめし」 

 

日時 2025 年度 4 月～2 月 

場所 長町商店街 

主催等 渡邊ゼミ 

目的 長町地域の活性化 

内容 ・長町商店街のグルメマップ作成 

参加者数  

2.イベントの詳細 

内容 学生が長町商店街の飲食店にフィールドワーク調査を行った。実際に店舗に訪問し、店主への

聞き取りを通じて店舗の特徴や地域との関わりを把握した。そこから長町グルメマップ「ながめ

し」を制作した。「ながめし」は学内に掲示、配布し学生にホームタウン長町の魅力を発信した。 

  

  

 

結果 長町グルメマップ「ながめし」は、学生たちの長町に対する関心を喚起し、地域と学生をつなぐ

初期的な接点として一定の効果を有すると考えられる。今後は AR なども駆使し長町商店街

の魅力を地域に伝えていく。 
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1.イベントの概要 

タイトル 長町サテライトプラザ開設 1 周年記念セミナー 

長町・つながる 産・官・学・民で描くこれからの暮らし 

 

日時 2026/2/11 

場所 太白区文化センター 展示ホール 

主催等 尚絅学院大学 

目的 1 年間の歩みを振り返るとともに、これからの長町のま

ちづくりについて考える機会とする。 

内容  本学の取組事例紹介 

 ポスター発表 

 パネルディスカッション 

参加者数 65 名 

 

2.イベントの詳細 

内容 第 1 部では、長町エリアをフィールドとした調査研究や地域イベントへの参画、独自プ

ロジェクトなど、多様な活動事例を報告した。映像研究会による地域紹介映像の上映

も行われ、学生ならではの視点で捉えた「長町の魅力」が紹介された。 

第 2 部では、学生がこの 1 年間取り組んできた地域分析の成果、地域課題への提

案、来年度に向けた新たな企画構想などのポスター発表を行った。 

第 3 部では、町内会、商店街、PTA、太白区など地域の皆さまと学生、教員によるパ

ネルディスカッションを行った。学生の発表に対する率直な感想や具体的なアドバイ

ス、地域が大学に期待する役割、そして今後の連携の可能性について活発な意見交

換がなされた。 

  

 

結果 本セミナーを通じて、学生の挑戦と成長、そして地域との“つながり”の広がりを改めて

実感することができ、1 年間の歩みを振り返るとともに、これからの長町のまちづくりに

ついて考える機会となった。 
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1.イベントの概要 

タイトル セミナー 子どものネット・ゲーム使用について考える 

 

日時 2025/6/22（日）15:00～16：00 

場所 尚絅学院大学 長町サテライトプラザ 

主催等 主催：尚絅学院大学 大学院臨床心理相談室 

目的 本学教員による、社会課題についての地域の方向けの無料

セミナー 

内容 講師：本学心理学類教授 川端壮康 

子どものネットやゲームの利用について、悩んでいる保護者

向けのセミナー。 

参加者数 参加者：2 名 

2.イベントの詳細 

内容 子どものネットやゲームの使用について気をつけた方が良い点や対応策などについての講演

を聞いた後、参加者同士の情報交換なども行った。 

   

結果 参加者は 2 名と少なかったものの、リラックスしたムードの中で、有益な時間となった。「子ども

のネット・ゲーム使用について考える家族の会」を知ってもらう機会になった。 
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1.イベントの概要 

タイトル お子さんのネット・ゲーム習慣を考える家族の会 

 

日時 ① 7/5  ②8/2  ③9/13 ④10/11 ⑤11/8 

土曜日 16：00～ 

場所 尚絅学院大学 長町サテライトプラザ 

主催等 主催：尚絅学院大学 大学院臨床心理相談室 

目的 子どものネット依存やゲーム依存という同じ悩みを持つ親御

さん同士が集まって、正しい情報を学ぶとともに、気持ちや課

題を共有し、必要な対応のヒントを得ることを目指す会。 

内容 講師：本学心理学類教授 川端壮康、大学院生 

・ミニ講義（30 分程度） 

・同じ悩みを抱える親御さん同士の繋がりや情報交換を提供 

参加者数 参加者：①2 名 ②１名 ③１名 ④1 名 ⑤２名 

2.イベントの詳細 

内容 お子さんのネット・ゲーム習慣で困っている家族の方（定員：10 名程度）を対象に開催。 

ミニ講義内容 

①子どもとネット・ゲーム習慣 

②家族支援のプログラム 

③家族の対応～暴力を予防する 

④家族自身の生活を豊かにする 

⑤動機を強化する―家族自身がこの先どうしていきたいのか 

  

結果 【参加者の声】 

「どこに相談して良いのかわからないと思っていました。色々な支援団体もあるなか、大学が主

催していることで安心して参加できます。今後も来れる範囲で参加したいと思います。」（受講

生） 
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1.イベントの概要 

タイトル 親子科学教室（プラザ） 

 

日時 2025/7/31（木）14:00～15：30 

場所 尚絅学院大学 長町サテライトプラザ 

主催等 主催：尚絅学院大学地域連携センター 

目的 地域の子どもたちの夏休みの自由研究サポート、子育て世

代との交流。 

内容 講師：尚絅学院大学客員研究員 山崎 裕 

パスカルの原理を使ってペットボトルの中で魚を泳がせる

「浮沈子」の制作。 

参加者数 16 名（親子 3 組 6 名、学生７名、教職員３名） 

2.イベントの詳細 

内容 「パスカルの原理」と「アルキメデスの原理」を応用し、重力と浮力のバランスによって魚が浮

いたり沈んだりする「浮沈子」を、学生が子供たちに作り方を教えて制作した。 

 

   

結果 地域の子供たち、子育て世代の方々と学生の交流が生まれた。 

【参加者の声】 

「お兄さんが教えるのが上手だった」（参加者） 

「きれいにできて楽しかった」（参加者） 
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1.イベントの概要 

タイトル 親子科学教室（プラザ） 

 

日時 2025/8/7（木） ①10：30～12：00 ②13:30～15：00 

場所 尚絅学院大学 ララガーデン長町 1 階おとのひろば 

主催等 主催：尚絅学院大学地域連携センター 

目的 地域の子どもたちの夏休みの自由研究サポート、子育て世

代との交流。 

内容 講師：尚絅学院大学客員研究員 山崎 裕 

パスカルの原理を使ってペットボトルの中で魚を泳がせる

「浮沈子」の制作。 

参加者数 58 名（親子 22 組５０名、学生５、教職員３） 

2.イベントの詳細 

内容 「パスカルの原理」と「アルキメデスの原理」を応用し、重力と浮力のバランスによって魚が浮

いたり沈んだりする「浮沈子」を、学生が子供たちに作り方を教えて制作した。 

ララガーデン長町にお買い物に来られた家族など多くの方に参加いただいた。 

   

結果 地域の子供たち、子育て世代の方々と学生の交流が生まれた。子ども向けの知育イベントの需

要があることが分かったので、今後のイベント企画につなげていく。 

【参加者の声】 

・「子どもが楽しく取り組んでいたので、（離れてみていても）良かったです。夏休みの思い出が

できました。」（参加者の親） 

・「学生さんたちがやさしく丁寧に教えてくださったので、子どもも楽しく取り組めました。ありが

とうございました。」（参加者の親） 

・「ペットボトルにうまく絵がかけてよかった。針金をひっかけてゲームにするのが面白かった。」

（参加者） 

・「水を入れて調整するのがむずかしかったです。」（参加者） 
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1.イベントの概要 

タイトル 尚絅オープンユニバーシティ コミュニケーション講座 

 

日時 ① 2025/6/24（火）・7/1（火）18：30～20：00 

② 2025/7/8（火）・7/15（火）18：30～20：00 

③ 2025/7/22（火）・7/29（火）18：30～20：00 

場所 尚絅学院大学長町サテライトプラザ 

主催等 主催：尚絅学院大学地域連携センター 

目的 社会人向け生涯学習講座 

内容 講師： 尚絅学院大学客員講師 髙山香織 

社会人向けのコミュニケーション講座。対象者別に 3 種類の

講座（①中間管理職向け、②中堅向け、③若手向け）を企画

した（各 2 回講座）。 

参加者数 ① 7 名   ②5 名  ③最低催行人数未達のため非開講 

2.イベントの詳細 

内容 社会人の方を対象に、平日夜間に３つのテーマでコミュニケーション講座を実施した。 

① ＜主に中間管理職方＞板挟みで潰されないコミュニケーション講座 

② ＜後輩の育成に携わる主に中堅と言われる方＞チームビルディングのコミュニケーション 

③ ＜新入社員～3 年目ぐらいの方＞仕事を円滑にするコミュニケーション 

   

結果 【参加者の声】 

「とても心の栄養になりました。割りばしをくわえて口角を上げ続けます。」（受講生） 

「心の中の声がもれてしまいました。涙がでてしまいました。」（受講生） 
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1.イベントの概要

タイトル 尚絅オープンユニバーシティ  

はじめてのウェルビーイング統計学講座 

日時 全４回 土曜日 14：00～15：30 

①5/24 ②6/21 ③7/5 ④7/19

場所 尚絅学院大学長町サテライトプラザ 

主催等 主催：尚絅学院大学地域連携センター 

目的 社会人向け生涯学習講座 

内容 講師： 本学客員教授 高谷将宏 

社会人向けの基本的な統計学をウェルビーイングの視点か

ら解説する講座。 

参加者数 ① 4 名 ② 3 名 ③ 3 名 ④ ４名

2.イベントの詳細

内容 社会人向けに、Σや∫をできるだけ使わずに基本的な統計について解説した。デジタル庁の

地域幸福度（Well-being）指標には主観と客観を表す指標があり、客観的指標を理解するた

めには、統計学が威力を発揮するため、高校で学ぶ範囲に軸を置き、Well-Being 指標を解

読した。 

各回の内容： 

① なぜ“Well-being”に統計学が必要なのか

② データを扱ってみよう

③ 関係性を数値で表そう

④ 推測してみる

結果 【参加者の声】 

「とても分かりやすい内容でした。」（受講生） 

「有意義な時間でした。私は数字選択宝くじも競馬もするので、確率・統計が日常に結びつい

ていると感じます。」（受講生） 

「一見難しそうなことを身近な例を用いて分かりやすく説明してくださいました。（受講生） 
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1.イベントの概要 

タイトル 尚絅オープンユニバーシティ  

シャーロックホームズを読む 

 

日時 前期・後期 各１０回 月曜日 10：30～12：00 

（前期）5/26～7/28 （後期）10/6～1/19 

場所 尚絅学院大学長町サテライトプラザ 

主催等 主催：尚絅学院大学地域連携センター 

目的 生涯学習講座 

内容 講師：尚絅学院大学名誉教授 小原俊文 

探偵小説を深く読んでみたい方にお勧めの講座。 

参加者数 受講生（前期）６名 （後期）7 名 

2.イベントの詳細 

内容 コナン・ドイルの第 2 短編集『シャーロック・ホームズの思い出』（和訳）から 3 作品を取り上

げ、現在のイギリス文化の基本を造り上げた、ヴィクトリア朝時代の英国文化を踏まえて読み解

く講座です。英文も参照しますが、和訳本を読みます。 

   

結果 【参加者の声】 

「生涯学習という講座通り、年齢に関係なく学びの機会があるという事で、人生の充実感をも

たらします。増々この様な講座が普及することを願います。」（受講生） 

「初めてだったので、ついていけるかどうか不安がありましたが、講読資料がとても充実してい

て（参考資料、講義資料も同様！引用も具体的に数字やグラフがあり、わかりやすかった）次回

分を前もって配布されたので、家で予習ができて気持に余裕ができました。ミニッツペーパー

の質問にも資料として出して頂き、参考になりました。原書の説明もあり、それがとても良かっ

た。日本語訳だけではよくわからないことや誤訳の部分がすっきりした。数十年前に読んだとき

よく理解できないことがあり「自分は頭が悪いのだ」と思った。誤訳があるとは夢にもおもって

いなかった。」（受講生） 
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1.イベントの概要 

タイトル 尚絅オープンユニバーシティ  

日本の染織探訪～歴史と技～ 

 

日時 全３回 7/10 ・ 7/17 ・ 7/24 

木曜日 13：30～15：00 

場所 尚絅学院大学長町サテライトプラザ 

主催等 主催：尚絅学院大学地域連携センター 

目的 生涯学習講座 

内容 講師：本学名誉教授・服飾文化学会会長 玉田真紀 

日本の染色文化についての市民向け講座。 

参加者数 受講生 9 名 

2.イベントの詳細 

内容 長い歴史の中で、人が知恵と工夫から生み出した布や衣服の物語から、日本で育まれた染織

文化について学んた。実物に触れ、布を見る眼を養い、その魅力を共感できた。 

① 自然素材からの糸作り〜草皮・樹皮・繭 

② 日本で慈しんだ絹文化〜奈良から近現代まで 

③ 町人文化から花開いた友禅染と展開 

   

結果 【参加者の声】 

「受講してみると面白い内容や学びになる内容が多くあり、とても満足した講座でした。ありが

とうございました。」（受講生） 

「玉田先生の情熱的でユーモアのある講義が、とても楽しく、あっという間の３回でした。これま

でなんとなく興味があっても深く学ぶ機会がなかったテーマですが、自分事と関連づけて考え

学ぶことができおもしろかったです。アクセスの良い会場もとても良かったです。」（受講生） 

「長町駅前でアクセスが良く通いやすかった。また興味がある授業があったら申し込みたいと

思います。」（受講生） 
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1.イベントの概要

タイトル デジタルネイティブ世代の若者とネット・ゲーム習慣 

日時 2025/11/29（土）13:30～15：00 

場所 太白区中央市民センター 中会議室 

主催等 尚絅学院大学大学院 臨床心理室 

目的 ・心理学専攻の院生による研究活動の一環

・「お子さんのネット・ゲーム習慣を考える家族の会」参加者

募集 

内容 ・今どきの若者のコミュニケーションの特徴をつかむ

・子どものネット依存・ゲーム障害について学ぶ

参加者数 学  生： １ 名 

教職員： １ 名 

参加者： １ 名 

2.イベントの詳細

内容 本校教授の川端壮康先生による、子どものネットやゲームの利用について、どのように考え、ど

のように対応すればよいのかを考える無料公開講座。現代の若者を取り巻く環境や傾向につ

いて、ネット・ゲーム利用に関するデータを用いて講義を行った。長町サテライトプラザにて、

2025 年 7 月より月１回のペースで実施している「お子さんのネット・ゲーム習慣を考える家

族の会」への参加者も募った。 

結果 受講者は事前に申し込みのあった１名であった。 

今後は、講座のターゲット層である子育て中の親世代が参加しやすいよう、オンデマンド形式で

の講座も検討中。参加者の増加を目指す。 
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1.イベントの概要

タイトル 第 5 回「デッサン講座」受講生による展覧会 

日時 2026/1/31 ～ 2026/2/15 （16 日間） 

場所 尚絅学院大学長町サテライトプラザ 

主催等 尚絅学院大学 

目的 ・本講座受講生が制作したデッサン作品を広く公開し、

学習成果を社会に発信することを目的とする。

・来場者に美術への関心を深めていただくとともに、受

講生の創作意欲の向上と今後の学びの継続につなげ

る機会とする。

内容 2025 年度 尚絅オープンユニバーシティ 第 5 回「デ

ッサン講座（ステップアップ編）」受講生 13 名による絵

画 20 作品の展覧会。 

参加者数 来場者 208 名 

2.イベントの詳細

内容 出品作品は、全てが鉛筆を使用したデッサン作品。「紙と鉛筆」という最低限の画材

だけで写実性を追求し続けてきた成果を披露した。 デッサン講座講師 相馬 亮 教

授（本学 総合人間科学系 芸術・スポーツ部門）の作品も展示した。 

結果 200 名を超える来場者があり、多くの皆様に学習成果を周知することができた。 

【来場者の声】 

・すばらしい作品ばかりで感激しました。鉛筆だけでここまで表現できることに感動し

ました。

・描いてるとは思えなく、写真を見ているようです。年々皆さんの努力ですばらしくなっ

ているのがわかります。
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